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共に１，２回戦を快勝し勢いに乗るチームの対戦。先鋒茨城海老原は手を緩めず猛攻し、相手の意表をつき跳び込
み面と相手の気が緩んだところをすかさず引き胴に決める。一方的な試合展開となった。次鋒戦、茨城中村が攻め
続け、相手を追い込み気迫の込った跳び込み面で先制、しかし鳥取竹中は打ち合いから引き小手を鮮やかに決め、
延長戦となる。両者とも攻めあぐねていた延長戦で茨城中村は、一瞬の隙をつき引き胴を決める。先鋒、次鋒と連
勝して王手をかける。中堅戦は、決め手のないまま延長戦になるかと思われた時間切れ寸前、茨城鍋山は我慢して
面に引き出し会心の出頭小手を決め、前３人で勝負を決めた。副将戦は引き分け。既に勝敗は決した後だったが、
大将茨城平山は鮮やかに小手を連取して、さらに茨城の強さを際立てた。茨城の勢いを感じさせる一戦だった。
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